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一 

 



 

東
京
都
は
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
日
告
示
第
八
二
〇
号
を
も
つ
て
、
港
区
南
青
山
一
丁
目
一
番
地
に
つ
き
容
積

率
を
八
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
東
京
都
南
青
山
一
丁
目
特
定
街
区
の
指
定
を
な
し
、
さ
ら
に
東
京
都
建
築
主
事

は
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
十
六
日
付
第
二
二
七
号
を
も
つ
て
、
三
菱
地
所
株
式
会
社
外
が
同
所
に
建
築
す
る
通
称

新
青
山
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
つ
き
建
築
確
認
通
知
を
な
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
右
建
築
確
認
に
対
し
て
は
右
ビ
ル
建
築
に
反
対
す
る
付
近
住
民
か
ら
審
査
請
求
が
な
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
東
京
都
建
築
審
査
会
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
十
三
日
右
建
築
確
認
通
知
を
取
消
す
旨
の
裁
決
を
な
し

た
。 右

裁
決
は
、
確
認
に
か
か
る
建
築
物
が
前
記
特
定
街
区
に
よ
る
容
積
率
の
指
定
八
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る 

の
履
行
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

青
山
一
丁
目
特
定
街
区
指
定
処
分
並
び
に
新
青
山
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
建
築
に
つ
き
締
結
さ
れ
た
協
定 

 

三 

 



 

右
変
更
は
、
Ａ
敷
地
に
つ
き
容
積
率
を
一
、
〇
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
一
方
で
同
Ｂ
敷
地
の
容
積
率
を
〇

パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
法
令
上
疑
問
が
あ
る
。
従
つ
て
、
次
の
事
項
に
関
し
政
府
の
見
解

を
求
め
る
。 

も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
前
記
確
認
が
違
法
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。 

一 

都
市
計
画
法
第
八
十
八
条
は
法
の
実
施
の
た
め
必
要
な
事
項
は
政
令
で
定
め
る
と
規
定
す
る
と
こ
ろ
、
特
定

街
区
指
定
の
具
体
的
基
準
と
す
べ
き
政
令
が
存
し
な
い
ま
ま
指
定
処
分
を
な
す
こ
と
は
、
法
に
違
背
し
、
行
政

庁
の
恣
意
的
処
分
を
招
来
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
か
。 

二 

昭
和
三
十
九
年
四
月
三
日
発
都
第
七
号
「
特
定
街
区
計
画
標
準
」
は
、
南
青
山
一
丁
目
の
該
当
す
る
第
七
種
容

積
地
区
（
容
積
率
七
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
あ
つ
て
は
基
準
容
積
率
に
一
・
三
を
乗
じ
た
容
積
率
を
指
定
す
る
も

の
と
し
て
い
る
が
、
東
京
都
の
右
変
更
に
お
け
る
Ａ
敷
地
に
つ
い
て
の
容
積
率
一
、
〇
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
指
定 

と
こ
ろ
が
東
京
都
は
、
昭
和
五
十
二
年
六
月
三
日
前
記
特
定
街
区
の
変
更
の
決
定
を
な
し
た
。 

四 

 



 

四 

右
変
更
は
、
前
記
裁
決
を
も
つ
て
三
菱
地
所
株
式
会
社
外
の
建
築
す
る
「
新
青
山
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
に
関
す
る

建
築
確
認
が
取
消
さ
れ
た
た
め
、
取
消
の
理
由
と
な
つ
た
都
市
計
画
自
体
を
変
更
し
て
建
築
確
認
を
事
後
的
に

適
合
化
せ
ん
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
か
か
る
手
続
を
経
過
し
て
ま
で
建
築
確
認
を
な
し
て
同

ビ
ル
の
建
築
を
許
可
し
た
実
質
的
理
由
は
何
か
。 

五 

三
菱
地
所
株
式
会
社
は
、「
新
青
山
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
の
建
築
に
当
た
つ
て
同
ビ
ル
建
築
に
反
対
す
る
付
近
住 

三 

仮
に
東
京
都
が
右
「
標
準
」
に
準
拠
し
て
容
積
率
の
割
増
し
率
を
算
定
す
る
場
合
、
本
件
に
お
け
る
よ
う
に
そ

の
間
に
廃
止
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
公
道
の
存
す
る
Ａ
敷
地
、
Ｂ
敷
地
を
合
算
し
た
面
積
を
基
準
と
し
て
算
定

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
。
そ
の
理
由
を
質
問
す
る
と
同
時
に
、
同
様
の
処
置
を
と
つ
た
前
例
が
あ

る
と
す
れ
ば
明
示
さ
れ
た
い
。
な
い
と
し
た
ら
今
後
の
特
定
街
区
指
定
処
分
に
お
い
て
本
件
を
先
例
と
す
る
趣

旨
か
ど
う
か
。 

は
右
「
標
準
」
に
違
背
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。 

五 

 



 

六 

東
京
都
は
、
右
協
定
に
立
ち
合
つ
て
合
意
書
末
尾
に
都
市
計
画
局
長
名
に
て
署
名
し
て
お
り
、
ま
た
、
東
京

都
都
市
計
画
審
議
会
昭
和
五
十
二
年
五
月
二
十
三
日
付
付
帯
意
見
に
て
「
風
害
・
大
気
汚
染
な
ど
の
ビ
ル
公
害 

民
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
青
山
を
ビ
ル
公
害
か
ら
守
る
会
」
と
の
問
で
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
八
日
付
合
意
書
・
協

定
書
を
も
つ
て
協
定
を
な
し
、
同
ビ
ル
付
近
の
環
境
整
備
事
業
等
を
行
う
こ
と
を
約
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
日
ま
で
、
右
協
定
に
よ
る
三
菱
地
所
株
式
会
社
の
環
境
整
備
事
業
等
の
大
部
分
は
全
く
履
行
さ
れ
る
こ
と
な

く
経
過
し
て
い
る
が
、
協
定
は
「
守
る
会
」
が
ビ
ル
建
築
に
対
す
る
収
束
せ
し
め
る
代
償
と
し
て
三
菱
地
所
株
式

会
社
が
種
々
の
環
境
整
備
事
業
を
履
行
す
る
こ
と
を
約
し
た
双
務
的
契
約
で
あ
つ
て
、
前
記
文
言
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
企
業
の
社
会
的
責
任
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
当
事
者
等
に
法
的
拘
束
力
を
生
ぜ
し
め
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
三
菱
地
所
株
式
会
社
の
義
務
中
、
同
会
社
は
ご
く
一
部
の
事
項
の
み
を
履
行
し
て
他

の
事
項
は
全
く
履
行
し
て
い
な
い
が
そ
の
理
由
は
何
か
。 

そ
の
理
由
は
い
か
な
る
理
由
で
法
的
に
履
行
を
拒
絶
す
る
根
拠
と
な
る
か
。 

六 

 



 

 

七 

に
つ
い
て
住
民
と
話
し
合
う
よ
う
都
は
事
業
者
を
指
導
す
る
」
と
し
て
お
り
、
東
京
都
に
お
い
て
は
右
環
境
整

備
事
業
等
の
速
や
か
な
実
現
に
む
け
て
当
事
者
の
指
導
を
な
す
べ
き
行
政
責
任
を
有
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、

指
導
等
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
。
仮
に
指
導
を
し
な
か
つ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。 

右
質
問
す
る
。 


